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特定非営利活動法人東京労働安全衛生センター 

 

１ 事業の成果 

 ２０２３年度、第１４次労働災害防止計画の初年度だった。小規模事業場における参加型、対策志向型

の職場改善活動を通じて、職場の安全衛生リスク情報の共有、女性労働者、高齢労働者、移住労働者に配

慮した職場環境作りと働き方の実現に貢献した。過労死、メンタル疾患、じん肺・アスベスト関連疾患、

有機溶剤中毒、化学物質による職業がん、移住労働者の労災相談活動、ホットラインを行い、被災者、遺

族の権利救済を図った。東電福島第一原発の事故収束・廃炉作業や除染業務における被ばく労働問題に

取り組んだ。中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会の事務局を担い、石綿健康被害救済制度の抜本的

改正のための活動に取り組んだ。東日本大震災から 13 年目の被災地で石綿スレート造の建物の調査、

2018 年西日本豪雨災害の被災地・岡山県倉敷市における災害時のアスベスト対策の検証、東京都旧築地

卸売市場でのアスベスト除去工事におけるアスベスト・リスクコミュニケーションの普及と啓発に取り

組んだ。労災職業病 ABC 講座、石綿作業主任者技能講習、第 31 回東京労働安全衛生学校、第 15 期職場

のメンタルヘルス講座、化学物質のリスクアセスメント講座を開催し、安全衛生の教育研修、啓発活動に

努めた。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【33,147】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

労働者の安全
と健康に関す
る被災者の救
援及び援護事
業 

労災職業病、労働安全衛生
に関する電話相談ホット
ラインを常設し、被災者、
家族、遺族の相談を行っ
た。2023 年 10/9 職場のい
じめ・ハラスメントホット
ライン、2023 年 12/14-15
アスベスト健康被害ホッ
トラインを実施した。職場
のパワハラ、いじめへの対
応策、長時間・過重労働に
よる脳・心臓疾患、精神障
害、腰痛、頸肩腕障害等の
作業関連筋骨格系障害、有
機溶剤中毒、じん肺・アス
ベスト関連疾患等の被災
者、家族の困難な相談事案
に対応し、労災認定、行政
不服審査、裁判等を支援し
た。新型コロナ感染症の罹
患後症状の呼吸器疾患で
傷病補償年金受給に移行
した事例、フリーランスの
通勤災害で労働者性を認

2023年4

月 1 日～

2024年3

月 31 日 

 

 

 

 

 

 

事務所、

都内各所 

 

 

 

 

 

 

5 人 

 

 

 

 

 

東 京 都

内、関東

近 県 の

労働者、

そ の 家

族 

約 5,000
人 4,718 
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めさせた事例、有機溶剤中
毒後遺症として化学物質
過敏症を労災として認め
た行政訴訟の判決など、成
果があった。中皮腫・アス
ベスト疾患・患者と家族の
会、同関東支部、全国じん
肺患者同盟常磐炭田北茨
城支部、建設じん肺被災者
の会の活動に協力し、家族
の交流と支えあいの活動
を支援した。 

労働者の安全
と健康に関す
る教育研修事
業 

労災職業病 ABC 講座①23
年 9/21「新型コロナ感染
症～罹患後症状と労災」、
②11/16「精神障害に関す
る新しい労災認定基準」
をオンライン併用で開
催。23年 10/24第 31回東
京労働安全衛生学校では
建設現場の参加型安全衛
生をテーマに全建総連会
館で開催し、好評を得た。
職場のメンタルヘルス講
座では①24年 1/25「職場
のハラスメント対策」、②
2/22「心理的安全性を介
護施設の事例から学ぶワ
ークショップ」を開催し、
介護職の参加者から好評
を得た。化学物質管理手
法の歴史的転換期に対応
すべく 23年 9/28「新しい
化学物質管理に関する研
修会」を作業環境測定事
業場を対象に開催した。
日本赤十字看護大学の学
生 6 名の教育実習を受入
れた。建設組合と連携し
て石綿作業主任者技能講
習を 11回開催し、同作業
主任者 229人を養成した。
今年度 4 年ぶりに 23 年 8
/25-26「ものづくりの現
場の安全、移住労働者と
の共生、アスベスト被害
を学ぶ」をテーマにサマ
ーフィールドワークを開
催し、看護学生、教員が参
加し、好評を得た。 

2023年4

月 1 日～

2024年3

月 31 日 

事務所及

び都内、

神奈川県

各所 

10 人 

全国、東

京都内、

関 東 近

県 の 労

働者、市

民 

約 1,000
人 4,066 



労働者の安全
と健康に関す
る調査及び研
究事業 

全国建設労働組合総連合
の地方組合、建設国保組
合、ひらの亀戸ひまわり診
療所と連携し、建設労働者
のじん肺・アスベスト関連
疾患の二次診療を支援し
た。胸部レントゲンの再読
影判定と調査結果をまと
め、予防講習を実施した。
建設労働者のじん肺・アス
ベスト関連疾患対策では
じん肺管理区分申請、健康
管理手帳交付申請、労災申
請に取組み、潜在する被災
者の健康管理、労災補償、
救済に成果をあげた。作業
環境測定機関、労働安全衛
生コンサルタント事務所
として、中小規模事業場で
作業環境測定を行い、作業
環境を改善した。産業医、
労働衛生コンサルタント、
作業環境測定士、産業カウ
ンセラーを派遣し、安全衛
生の専門的支援を行った。
石綿含有建材の分析、既存
建築物のアスベスト調査
を行った。環境再生保全機
構地球環境基金の助成金
を受け、23 年 8,9 月に 18
年西日本豪災害の被災地・
岡山県倉敷市、総社市の浸
水地域におけるアスベス
ト対策の現地調査を実施
し、24 年 2/24 岡山市内で
の水害被災地のアスベス
ト対策を考えるシンポジ
ウムを開催した。24 年 3/
15-17 東日本大震災被災
地の石巻市の石綿スレー
ト造の建物現況調査を実
施した。3/19 オンライン
で2023年度のアスベスト
リスクコミュニケーショ
ン活動の報告会を開催し
た。 

2023年4

月 1 日～

2024年3

月 31 日 

事務所及

び東京都

内各所、

宮城県、

岡山県 

11 人 

東 京 都

内、関東

近 県 の

労働者、

市民 

約 10,000
人 
 

22,495 
 

 

 

 



労働者の安
全と健康に
関する情報
提供及び出
版事業 

 

機関誌「安全と健康」を

10 号発行した。当会の

メインのホームページ

で活動報告やイベント

案内等情報発信を行っ

た。作業環境測定・労働

安全衛生コンサルタン

ト部門と国際協力・メコ

ン デ ル タ に 加 え て

WINDY プログラムの

ホームページで活動状

況を発信した。SNSの活

用として当会のフェイ

スブックを適宜、労災職

業病、労働安全衛生に関

する情報発信に努めた。 

 

2023 年

4 月 1

日～

2024 年

3 月 31

日 

 

 

 

 

 

 

事務所 

 

 

 

 

 

 

5 人 

 

 

 

 

 

 

東 京 都

内 、 全

国、アジ

ア 諸 国

の 労 働

者、市民 

 

 

 

 

 

 

約 100,000

万人 

 

 

 

 

 

1,485 

 

労働者の安
全と健康に
関する法令
及び政策提
言事業 
 

 

 

 

 

 

 

23 年 6/5 被ばく労働問

題について関連省庁及

び東京電力との交渉（第

24 回）を行った。福島原

発事故収束・廃炉作業に

従事する労働者の安全

健康の確保、被ばく防護

対策の不適合事案、長期

健康管理制度の拡充、労

働法令違反の是正、救急

医療体制等について交

渉した。福島原発被ばく

労災損害賠償裁判を支

える会（あらかぶさんを

支える会）に参加し、23

年 3/13 第 23 回口頭弁

論の裁判傍聴や報告集

会を開催、支援運動の拡

大に取り組んだ。23 年 4

月、被ばく労働者の労働

条件改善を求める春闘

行動に取り組み、経産

 

 

 

 

 

 

2023 年

4月1日

～ 2024

年 3 月

31 日 

 

 

 

 

 

 

事務所、

都 内 各

所 

 

 

 

 

 

 

5人 

 

 

 

 

 

 

東 京 都

内、関東

近県、福

島 県 の

労働者、

市民 

 

 

 

 

 

 

約 3,000 人 

 

 

 

 

 

 

159 



省、原子力損害賠償廃炉

機構に申入れし、集会を

開催した。23 年 7/21 向

島労基署、10/3 江戸川労

基署交渉、10/18 亀戸労

基署、12/8,12 東京労働

局交渉、24 年 1/23 厚生

労 働 省 交 渉 、 23 年

11/13,14、24 年 3/12 移

住者、外国人技能実習生

問題に関する省庁交渉

に参加し、現場からの政

策提言を行った。 

 

労働者の安

全と健康に

関する団体

及びそれと

関係する団

体、個人のネ

ットワーク

形成及び交

流事業 

全国労働安全衛生セン

ター連絡会議に加盟し、

地方の安全衛生・労災職

業病センターと情報交

換、経験交流を行った。

23 年 11/18-19、全国安

全センター第 34 回総会

（大阪市）に参加し、公

務災害補償制度、個人事

業者の労働安全衛生対

策、メンタルヘルス対策

について議論した。中皮

腫・じん肺・アスベスト

センター、中皮腫・アス

ベスト疾患・患者と家族

の会、NPO 法人移住者

と連帯する全国ネット

ワーク、生活と権利のた

めの外国人労働者総行

動実行委員会に参加し、

諸課題に共同して取り

組んだ。亀戸ひまわり診

療所と連携し、日常の労

災職業病相談活動に協

 

 

 

 

 

 

2023 年

4月1日

～ 2024

年 3 月

31 日 

 

 

 

 

 

 

事 務 所

及 び 都

内各所 

 

 

 

 

 

 

10

人 

 

 

 

 

 

 

全 国 の

労 働 安

全 衛 生

活 動 の

担当者、

産 業 安

全 保 健

の 研 究

者、医療

従事者、

被災者、

家族、学

生、労働

者、市民 

 

 

 

 

 

 

約 5,000 人 

 

 

 

 

 

 

222 



力し、建設労働者のじん

肺・アスベスト疾患の二

次診療活動を支援した。

公益財団法人大原記念

労働科学研究所、労働者

住民医療機関連絡会議、

有害化学物質削減ネッ

トワーク、被ばく労働を

考えるネットワーク、建

築物石綿含有建材調査

者協会、軽度外傷性脳損

傷友の会、全国じん肺患

者同盟等の患者団体と

の協力関係を深めた。 

 

 










